




















































実 験 結 果
 1)細胞系の樹立:a)HE5-2系ナ約0、確の5匹の胎児を別々に細切し各々5個の培養
 ひんにてExpユan七培養を行った,初代培養してから歪週間後に5個の培養びんの植え変えを
 行った。更に5日後に第2回目の植え変えを行った。しかし増殖度は次第に低下し5回目の植え
 変えの時〔培養52日)、までに細胞は増殖を停止しついには消滅してしまった。残1〕の2個の培
 養びんは初代培養してから42日後に第1回目の植え変え.が行われた。前の5個の培養びんの場
 会と比較して増殖度の低下は徐々であったので↑週間にマ度の割合て増殖慶の測定を行った。そ
 D後増殖度は次第に但ITし培養8G日頃まてに細胞は全ぐ増殖を停止した,そ■の後培養液のみ交
 欺≧艇けたところoolony状の増殖が観察された。これらのoolonyは盛んに帽殖し試験管
 内て'ie7日後再び植ξ変えが行われた・培泰初期の頃は罰/㍉は2・5ないし50であったが
 〔lolony・形成以後の増殖度は増加し培養初期の頃よP高い増殖度即ち6ないし7のN,/}もを
一
日 一
Q『
 示した。その後は殆んど一定の増殖度を示した。この細胞系をHE5-2系と命名した、b)HE
 4-2系,約ロ.2撃の胎児を細切してEXPlant培養を行った。培養を開始して90日頃に細
 胞は殆んと増殖しなぐなり10o日頃よりeolo且y状の増殖を示し次第に増殖度が増加し培養
 初期の頃よりも高い増殖度を示した。この細胞系をHE4-2系と命名した。
 2).細胞形態:典型的な線維芽様細胞でもなぐ又上皮様細胞でもなぐ円形或は卵円形の咳を有
 する多角的な細胞であった、
 5)少数細胞接種による増殖能力:HE3-2系の場合を述べると60日培養〔coエony形
せ
 成以前)ではシャーレ(径45㈱)当り5×10個以上の細胞数でのみ増殖可能であったが
 150日培養(coユony形成以後)ではシャーレ当り100個の細胞数でも増殖可能となった。
 4)染色体:a)HE3-2系,50臼培養ではModaユnumberは44本の正二焙体で
 あり,107日培養では42本の低二倍体に移行し141日培養では46本更に149日から
 260日培養では47本の高二階体に移行した。b)HE4'隔2系,51日から75日培養まで
 は正二倍体であったが145日及ひり56日培養では46本1更に260日培養では47本の高二
 倍体に移行した、染色体42本を有する細胞の核型で正常のそれと異るところはαroup#2-4
 のところに1本ふえGroupキ5が≦本城りGrOuP#8-9のところが2本減少していた。46
 本の染色体数を有する細胞の核型ではX染色体が5個とたり3rOup井8-9が1本増加してい
 た。47本の染色体数を有する細胞の核型ではGrOup井8-9が1本ふえGroupヰ11r・12
 かコ本ふえ又GrOup#20が3本となっていた。
 5)Modaユ11umberと増殖度の推移の関・係:a)HE5-2系7靖殖度が低下する以前は
 Mod.alnu憩berは正二倍体であった。増殖度が1度低下し再び増加し始めた時期ではMo-
 dalnu皿berは42本の低二倍体となり更に増殖慶が増加し初期=∋増殖度よシ高ぐ次つた時
 はMOd.alnu皿berは46本の高二倍御となうその後増殖度が一走とたるにつれてMod.al
 numberは遊7本の高二倍体となった。b)HE4-2系ンHE5-2系の綜合と同様であっ
 たが42本の低二倍体の時期が存在したかどうかは不明である。
 6)動物移植:処置された或は無処置の生後1ないし乙G日のHa塑s七erにこれら細胞を定
 期的にHam8ter当り100左いし5eo万個を皮下に接種したがいずれ《,腫瘍形成は観察さ
 れなかった。
要 約
 Syrianha皿8七er胎児より2つの細胞系が樹立された。これら細胞系について細胞形態・
 染色体構成,少数細胞接種での増殖能力,腫瘍形成能力,等の性質の推移が約10ケ月間にわた
 って追求された。細胞形態は1免して殆んと変化なかった。増殖慶は初期の頃は殆んと一定てあ
 ったがその後低下し細胞増殖は停止した。それからGOlgny・状の増殖が観察され増殖度は急激
 に増加…始めてその後は初期の頃よ㌻も高い増殖慶を示し更にその後はその増殖度を維持し続け
 た。染色体構成は正二借体}低二倍体,高二倍体と移行し懐型もそれぞれ変化した。盛場鴬1成は
 観察さ才、なかった。これら細胞系のその後の推移については参考論文として嬉2報に言己載さカ.て
 いる如ぐ培養荘5ケ月頃には塵傭形成が鹸舞され染色体醸成も更に変化を示し海,
 }5レー
 審査結果の要旨
 正常細胞を試験管内で長期継代培養すると自然に悪性細胞に変化する。従って試験管内に於け
 る培養細胞の種々なる性質の・亦化を追求することは発癌機構の問題を解明する一つの重要な手段
 である。著者はこの試験管内癌化の問題を究明するためにシリアンハムスターの胎児細胞を培養
 し初代培養より長期継代培養にわたって細胞の形態,増殖度,少数細胞での増殖能力,染色体構
 成,腫瘍形成能力等の性質の変化の関連性を追求し検討を加えた。観察期間は約て0ケ月である。
 その成績な,1)増殖度は初期の頃は殆んと一定であったがその後次第に低下し停止した。それ
 からコロニー状の細胞増殖が御祭されこれらの細胞集団は急速に増殖しその後は初期より吃高
 い増殖慶を示し更にその高い増殖度を維持し続けた。2)細胞の形態なコロニー形成以前とコロ
 ニー形成以後の細胞とで比較して屯一見レて殆んど変化を示さなかった。5)コロニー形成以前
 で増殖度が一淀の時期ではシャーレ当り5x萄4個以上の細胞でのみ増殖可能であったがコロ
 ニー形成以後で高い増殖を示す時期ではシャーレ当り100個の細胞数でも増殖出来るようにな
 った。このことはコロニー形成以後の細胞では自律性増殖が極めて高いことを示す吃のである0
 4)増殖膨が低下する以前はModaユnumberは44本の正二倍体であった。増殖度が一班低
 下し再び坤加し始めた時期ではMOdalnumberは42本の低二倍体となり更に増殖度が増加
 し初期の増殖慶より高くなった時期ではModalnu皿berは46本の高二倍体となった。その
 後増殖暖か一定となるにつれてModaユn孤mberは47本の高二倍体となった。これらModaユ
 亘umberのゑ北と共にKaryotypβもそれぞれ変化を示した。5)生後1ないし50日のハ
 ムスターにこれら・旧胞を定朔的に100～309万個を皮下接種したがいずれも腫瘤形成は號察
『
 されなかった。しかし参考言,簿文として第2報に報告され・ている如く培養13ケ月では凛瘍形成が
 1コ1察され染色体縛賞も更に変化を示した。従って以上の成績は正常細胞からいわゆる前癌状態と
 も云うべき細胞にたるまでの増殖度,細胞形態,染色体誼戎,自律性増殖等の性質の変化の関連
 性を明らかにしたものでめり試;.煮管内癌化の機構解明に重要左知見を加えたものといえる。
 したがって奄,急文は早位を投.与するに価1直あるものと・海産する。
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